
　
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
基
本
に
つ
い
て
、

座
学
と
実
技
を
交
え
て
学
び
ま
す
。

①
「
種
か
ら
花
を
育
て
て
み
よ
う
」

…
種
か
ら
花
を
育
て
る
と
き
の
基

本
と
裏
技
を
学
び
ま
す
。

②
「
寄
せ
植
え
を
楽
し
も
う
」
…
寄

せ
植
え
の
コ
ツ
と
楽
し
み
方
を
学

び
ま
す
。

　
各
講
座
で
作
成
す
る
ポ
ッ
ト
や
鉢

は
、
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
日
時　
①
９
月
21
日
㈯
、
②
10
月

19
日
㈯　
午
前
10
時
～
午
後
０
時

30
分（
雨
天
決
行
）

▽
場
所　
中
央
公
民
館
第
２
工
作
室

▽
講
師　
①
野
口
金
雄
さ
ん
（
元
東

京
農
業
大
学
グ
リ
ー
ン
ア
カ
デ

ミ
ー
講
師
）、②
大
川
原
芳
子
さ
ん

（
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

▽
対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
定
員　
各
講
座
20
人（
抽
選
）

▽
持
ち
物
な
ど　
筆
記
用
具
、
手
袋

（
花
・
土
用
）、
エ
プ
ロ
ン
、
飲
み

物
、
園
芸
用
ハ
サ
ミ
（
②
の
み
）、

汚
れ
て
も
い
い
服
装

▽
費
用　
①
１
５
０
円
、
②
千
円

▽
そ
の
他　
両
講
座
に
申
込
み
可
能

で
す
。
優
先
順
位
を
示
し
て
く
だ

さ
い
。
両
講
座
で
定
員
を
超
え
て

抽
選
と
な
っ
た
場
合
、
多
く
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
優

　
農
薬
は
、
適
正
に
使
用
さ
れ
な
い

と
人
や
動
物
、
周
辺
の
生
活
環
境
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
生
物
多
様
性
保
全
の
観
点
か
ら

も
、
で
き
る
限
り
農
薬
の
使
用
は
控

え
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
農
薬
を

使
用
す
る
場
合
は
、
農
薬
飛
散
に
よ

る
被
害
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
次

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
や
雑
草
の
早
期
発
見
・
駆

除
…
定
期
的
に
農
薬
を
散
布
す
る

の
で
は
な
く
、
こ
ま
め
な
観
察
を

行
い
、
病
害
虫
や
雑
草
の
早
期
発

見
に
努
め
る
こ
と
で
、
駆
除
を
簡

単
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
農
薬
を
使
用
す
る
場
合
…
や
む
を

先
順
位
が
上
の
講
座
の
み
の
受
講

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法

●
郵
送
…
往
復
は
が
き
に
「
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
講
習
会
希
望
」、
希
望
講

座
番
号
、
申
込
者
全
員
（
１
組
２

人
ま
で
申
請
可
能
）の
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号（
携
帯
）

を
記
入
の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ

い
（
返
信
用
表
面
に
も
返
信
先
を

記
入
）。
結
果
は
、
返
信
用
は
が

き
で
通
知
し
ま
す
。

●
電
子
申
請
…
二
次
元
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
み

が
で
き
ま
す
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会
」
と

検
索
）。
結
果
は
、
申
込
み
時
に

入
力
し
て
い
た
だ
く
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
に
通
知
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限　
８
月
29
日
㈭
（
消
印

有
効
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　
地
域
防
災
課

地
域
安
全
係
（
直
通
５
５
８
・
１

３
９
４
）

　
家
庭
で
使
用
済
み
に
な
っ
た
イ
ン

ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス

を
公
共
施
設
４
か
所
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
回
収
後
、
詰
替
可
能
な
も
の

は
イ
ン
ク
を
充
填
し
、
リ
ユ
ー
ス
さ

れ
、
詰
替
が
難
し
い
も
の
は
工
業
用

パ
レ
ッ
ト
や
チ
ッ
プ
化
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象　
主
要
メ
ー
カ
ー
や
そ
の
他

の
イ
ン
ク
メ
ー
カ
ー
が
製
造
し
た

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

※
プ
リ
ン
タ
本
体
な
ど
イ
ン
ク
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
以
外
の
も
の
は
、
回
収

で
き
ま
せ
ん
。

▽
回
収
方
法　
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
設
置
場
所　
市
役
所
、
五
日
市
出

張
所
、
五
日
市
フ
ァ
イ
ン
プ
ラ

ザ
、
東
部
図
書
館
エ
ル

▽
問
合
せ　
生
活
環
境
課
清
掃
・
リ

サ
イ
ク
ル
係

●
秋
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
…
８
月

24
日
㈯　
午
後
２
時

●
戸
倉
会
館･･

９
月
２
日
㈪　

午

後
７
時
30
分

●
五
日
市
フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ
…
９
月

５
日
㈭　
午
後
７
時
30
分
（
上
履

き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

●
五
日
市
会
館
…
９
月
11
日
㈬　
午

後
７
時
30
分

●
小
宮
会
館
…
９
月
13
日
㈮　
午
後

７
時
30
分

秋
の
交
通
安
全

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
︵
福
生
警
察
署
管
内
︶

▽
日
時　
９
月
７
日
㈯　
午
後
１
時

▽
場
所　
瑞
穂
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
（
瑞

穂
町
大
字
箱
根
ケ
崎
２
３
３
５
）

▽
内
容

得
ず
使
用
す
る
場
合
は
、
最
小
限

に
と
ど
め
、
使
用
方
法
や
使
用
上

の
注
意
事
項
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
近
隣
へ
の
事
前
周
知
…
散
布
す
る

場
合
は
、
事
前
に
注
意
喚
起
を
図

る
た
め
の
看
板
を
設
置
す
る
な

ど
、
周
辺
住
民
に
十
分
な
周
知
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　
生
活
環
境
課
生
活
環
境

係
　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
９
月

21
日
㈯
～
30
日
㈪
）
に
先
立
ち
、
交

通
安
全
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
運
転

免
許
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
も
受
講

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
場
所
・
日
時

●
第
１
部
…
式
典

●
第
２
部
…
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
都

立
瑞
穂
農
芸
高
校
吹
奏
楽
部
演

奏
、
福
生
警
察
署
管
内
ゆ
る
キ
ャ

ラ
集
合
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ゼ
ロ
交

通
安
全
シ
ョ
ー
）

交
通
安
全
の
つ
ど
い

　
　
︵
五
日
市
警
察
署
管
内
︶

▽
日
時　
９
月
７
日
㈯　
午
後
１
時

▽
場
所　
五
日
市
会
館

▽
内
容

●
第
１
部
…
式
典

●
第
２
部
…
交
通
安
全
教
室

●
第
３
部
…
歌
謡
シ
ョ
ー
（
三
田　

り
ょ
う
さ
ん
）

▽
問
合
せ　
五
日
市
警
察
署
（
☎
５

９
５
・
０
１
１
０
）、
福
生
警
察

署
（
☎
５
５
１
・
０
１
１
０
）、

五
日
市
交
通
安
全
協
会
（
☎
５
９

６
・
１
８
８
２
）、
福
生
交
通
安

全
協
会
（
☎
５
５
２
・
０
６
７

７
）、
地
域
防
災
課
地
域
安
全
係

　
音
楽
に
の
っ
て
身
体
を
動
か
す
有

酸
素
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。
楽
し
く

効
率
的
に
身
体
を
動
か
し
て
、
健
康

的
な
身
体
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

▽
期
日　
毎
週
月
曜
日

▽
時
間　
午
前
10
時
5
分
～
10
時
55

分
▽
場
所　
五
日
市
フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ

地
下
武
道
場

▽
講
師　
五
十
嵐
ユ
ミ
子
さ
ん

▽
対
象

16
歳
以
上
の
方

▽
費
用　
１
回
５
０
０
円
（
初
回
の

体
験
は
無
料
、別
途
年
会
費
あ
り
）

▽
申
込
み
方
法　
メ
ー
ル
か
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　
五
日
市
ク
ラ

ブ
（
☎
０
８
０
・
２
３
９
２
・
１

２
１
２
、

info@
itsukaichic

lub.com

）

▽
担
当
課　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
ス

ポ
ー
ツ
推
進
係

初
心
者
向
け
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会
参
加
者
募
集

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
体
験

　
　
　
　
　
　
参
加
受
付
中

住
宅
地
周
辺
の
農
薬
使
用
に
注
意

交
通
安
全
講
習
会

電子申請

「相次ぐツキノワグマの出没」
森林レンジャーがゆく（136）

　５月頃から市内でのツキノワグマの目撃が続いています。
しかし、痕跡は昨年の秋から人家に近いところで確認され
ていました。これまでのクマの行動パターンと異なり、林道、
遊歩道を移動している痕跡で、点々とつながる痕跡を地図
に落とし込むと、その移動経路がなんとなくわかります。
　多分、市道山から刈寄山を経て下りてきたと思われます。
これまであきる野で見てきたクマは林内を移動するクマが
ほとんどで、道路は横断する程度の利用でした。
　この痕跡は、前足で立ち木や電柱などにもたれかかり、
後ろ足で立ち上がって周りを見回しているような痕跡だと
思われます。そのため爪痕や肉球で幹を擦った痕とかが頻
繁に見られます。
　臆病なクマが、初めてやってきた場所で、警戒しながら
立ち上がってキョロキョロしながら移動していると思われ
ます。土地勘のないクマはどこから来たのかと疑問が生ま
れます。
　これも、単なる想像ですが、数年前から神奈川県相模原
や山梨県道志などでナラ枯れが広がり、この地域でドング
リに依存していたクマが餌を探しながらあきる野まで来て
いると思っています。
　また、五日市地区では親子のクマの目撃も複数回あります。これは西多摩のクマだと思われ
ます。７月前後はクマの交尾期で、オスのクマはメスを探してうろうろします。この時、子育
て中のメスグマは発情しないため、オスは子グマを殺して、メスの発情を促すことが報告され
ています。青梅、奥多摩辺りに強力なオスグマが侵入してきたため、子持ちの母グマが市街地
に近いところまで避難してきているとも考えられます。
　野生動物のことは、正確には分かりません。杉野の想像の域を出ない話ですが、季節が変わ
るとクマの採食行動も変わるため、それぞれのクマは森に帰るのではと思っています。
� （杉野）

ヒノキについたクマの肉球の跡

あきる野市役所　☎（042）558－1111㈹

（以下は広告枠です）

令和６年（2024年）８月 15日 （4）


